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東京新都心ロータリークラブ 【未来の奉仕を考えよう】

次回のプログラム
第1477回例会 11月25日（水）

「ガバナー公式訪問」
2020-21年度国際ロータリー第2580地区
ガバナー 野生司 義光 氏（東京小石川RC)

第1476回例会 11月18日（水）

2020-2021

「今後の災害対策の在り方」

1.我が国の国土条件と災害対策について

我が国は厳しい地形・気象条件から、世界的に見ても自然災害のリスクが高い。さらに、近年は
気候変動による水災害の激甚化、及び南海トラフ地震と首都直下地震の発生が懸念され、土木
学会の提言では国難級の巨大災害リスクに直面している、と指摘されている。

これらを背景として、政府は、相次ぐ水災害等への当面の対応として、「防災・減災、国土強靱化
のための3か年緊急対策」が今年度まで実施されている。

（公社）雨水貯留浸透技術協会 会長 佐藤 直良 氏

2.災害対策の課題と今後の方向性

(1)事前防災投資の計画的実施

災害対策の中で最も重要なものは、「事前防災」である。国難級の巨大災害リスクに対応するため、来年度以降も

中長期のビジョンを持った事前防災投資の計画に基づき、強靭化へ向けての道筋を示す必要がある。

(2)防災アセスメントの確立及び民間における事前防災投資の在り方

「仙台防災枠組2015-2030」における「全てのセクターにわたる防災の主流化」を実現するために、「防災アセスメン

ト」の確立が必要である。今後、巨大災害への対応を推し進め、将来の新たな国土経営に向けて、インフラ、民間建築

物等に対し本来の機能に加え、場の条件を反映した防災機能の追加により新しいインフラ、建築像が描ける可能性が

ある。これは、新たな民間投資の誘発にも大きな影響を与える可能性がある。

(3)想定外はなし-「複合災害」リスクの評価

さらに「防災アセスメント」により発生しうる災害を認識し、複合災害に対する防災対策の在り方を整理しなければなら

ない。

「今後の災害対策の在り方」
（公社）雨水貯留浸透技術協会
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